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男
女
の
イ
メ
ー
ジ
を
固
定
化

し
た
表
現
、
対
等
で
な
い
表

現
、
外
見
な
ど
を
不
要
に
強
調

し
た
表
現
は
、
人
々
に
不
快
感

を
与
え
た
り
、
差
別
や
偏
見
の

助
長
、
固
定
的
な
考
え
方
の
押

し
つ
け
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

市
で
は
、
「
男
女
共
同
参
画

の
視
点
か
ら
の
表
現
の
手
引
」

を
作
成
し
、
市
の
刊
行
物
で
適

切
な
言
葉
や
表
現
を
使
用
す
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
に
あ
ふ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
受
け
止
め
る

際
に
は
、
男
女
平
等
と
な
っ
て

い
る
情
報
か
を
主
体
的
に
読
み

解
き
、
適
切
に
選
択
し
、
使
い

こ
な
す
力
（
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ

ラ
シ
ー
）
が
必
要
で
す
。

　

男
女
が
と
も
に
、
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
多
様
な
個
性
を
発
揮

し
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

 　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

の
促
進
に
係
る
会
議
等
に
参
加

す
る
市
民
の
方
々
に
、
参
加
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
申

込
用
紙
等
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

男
女
平
等
に
配
慮

男
女
平
等
に
配
慮
しし

た
表
現
と
メ
デ

た
表
現
と
メ
デ
ィィ

ア
・
リ
テ
ラ
シ

ア
・
リ
テ
ラ
シ
ーー

国
内
研
修
事
業

国
内
研
修
事
業
のの

参
加
者
を
募

参
加
者
を
募
集集

対
象
と
な
る
会
議
等　

東
京
都

お
よ
び
東
京
都
に
隣
接
す
る
地

域
で
開
催
す
る
、
内
閣
府
、
東

京
都
（
男
女
平
等
参
画
課
、
少

子
社
会
対
策
部
計
画
課
、
労
働

相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
）
ほ
か
、

各
種
団
体
の
男
女
共
同
参
画
に

係
る
研
修

応
募
資
格　

次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
方

▽　

当
該
研
修
を
実
施
す
る
日

現
在　

歳
以
上
で
、
市
内
に

１８

２
年
以
上
居
住
す
る
方

▽　

男
女
平
等
お
よ
び
男
女
共

同
参
画
に
関
心
を
持
ち
、
地

域
活
動
お
よ
び
市
行
事
に
積

極
的
に
参
加
で
き
る
方

参
加
費
補
助
の
内
容　

開
催
地

ま
で
の
旅
費
、
会
議
に
参
加
す

る
た
め
の
諸
経
費
の
２
分
の
１

 　

男
女
共
同
参
画
室
で
は
次
の

冊
子
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

配
布
場
所　

企
画
政
策
課
男
女

共
同
参
画
室
、
図
書
館
本
館
・

各
分
室
、
公
民
館
各
館
ほ
か

【
第　

回
こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト

２８
記
録
集
】

　

昨
年　

月
に
行
わ
れ
た
、
男

１１

女
共
同
参
画
推
進
イ
ベ
ン
ト

「
こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト
」
の
内

容
を
記
録
集
と
し
て
ま
と
め
ま

し
た
。

【
情
報
誌
「
か
た
ら
い
」　

号
】

４１

　
「
か
た
ら
い
」
は
、
市
民
編
集

委
員
と
協
働
で
企
画
・
執
筆
・

編
集
し
て
い
る
冊
子
で
す
。
今

号
は
特
別
企
画
「
お
や
じ
か
ら

子
ど
も
た
ち
へ　

遊
び
の
楽
し

さ
を
伝
え
た
い
」
な
ど
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
（
市
役
所
本
庁
舎
２

階
☎　

儿　

儿
９
８
５
３
）

０４２

３８７

ご
覧
く
だ
さ

ご
覧
く
だ
さ
いい

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
室室

発
行
冊

発
行
冊
子子

男
女
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て
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市
民
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備

室
で
は
、
市
民
協
働
推
進
員
２
人

を
配
置
し
、
市
民
協
働
の
推
進
の

た
め
の
諸
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
民
協
働
に
つ
い
て
聞
い
て

み
た
い
方
や
携
わ
っ
て
み
た
い
方

は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

開
所
日
時　

木
曜
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
午
前
８
時　

分
～
正
午
、

３０

午
後
１
時
～
５
時

と
こ
ろ　

小
金
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内
（
福

祉
会
館
２
階
）

主
な
業
務

▽　

市
民
協
働
・
市
民
活
動
等
の

相
談
（
行
政
と
協
働
し
た
事
業

の
実
施
、
市
民
活
動
を
行
う
う

え
で
の
課
題
や
悩
み
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
設
立
に
つ
い
て
な
ど
）

▽　

市
民
活
動
団
体
等
と
行
政
の

間
や
、
市
民
活
動
団
体
相
互
間

の
協
働
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

▽　

市
民
協
働
・
市
民
活
動
に
つ

い
て
の
調
査
活
動
、
情
報
の
収

集
・
発
信

▽　

市
民
協
働
に
関
連
す
る
行
事

等
へ
の
参
加
・
協
力

▽　

市
民
協
働
の
推
進
に
向
け
た

仕
組
み
等
の
検
討

▽　

市
民
活
動
団
体
リ
ス
ト
の
管

理
問
合
先　

市
民
協
働
支
援
セ
ン
タ

ー
準
備
室
（
☎　

儿　

儿
７
７
６

０４２

３８５

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
民
協
働
支
援

セ
ン
タ
ー
準
備
室

都
営
住
宅

都
営
住
宅
のの

入
居
者

入
居
者
をを

募
集
し
ま

募
集
し
ま
すす

め
、
引
き
続
き
今
年
度
も
開
放
を

中
止
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

庶
務
課
施
設
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
７
１
）

３８７

 　

助
産
師
さ
ん
を
囲
ん
で
お
話
し

し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

６
月
５
日
（
金
）
午
後

２
時
～
３
時

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
練
習
室
２
・
３

赤
ち
ゃ
ん
の
集
ま
り

対　

象　

０
歳
児
と
保
護
者

定　

員　
　

組
（
多
数
抽
選
）

１５

申　

込　

５
月　

日
ま
で
に
、
電

２１

話
ま
た
は
直
接
、
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
３
１

０４２

３２１

４
１
＝
月
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

へ
。

 

７
）

 　

資
源
の
節
約
、
ご
み
の
減
量
の

た
め
、
家
庭
で
使
用
し
な
く
な
っ

た
不
用
品
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

対
象
品　

家
具
、
電
気
製
品
、
一

般
機
器
、
幼
児
用
品
な
ど
で
破
損

し
て
い
な
い
も
の

利
用
方
法　

直
接
、
経
済
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
４
階
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
登
録
カ
ー
ド
を

不
用
品
交
換
コ
ー
ナ
ー
に
掲
示
し

て
紹
介
し
ま
す
（
掲
示
は
４
か
月

間
）
。
当
事
者
間
で
直
接
交
渉

し
、
交
渉
が
成
立
し
た
場
合
は
、

不
用
品
交
換

常
設
コ
ー
ナ
ー

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※　

市
内
在
住
の
方
に
限
り
ま

す
。

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

  　

第
一
小
学
校
の
開
放
会
議
室

は
、
教
室
と
し
て
使
用
す
る
た

第
一
小
学
校
の
開
放
会
議

室
の
開
放
を
中
止
し
ま
す

募
集
内
容

▽　

家
族
向
け
・
単
身
者
向
け

（
一
般
募
集
住
宅
）

▽　

定
期
使
用
住
宅
（
若
年
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
）

▽　

定
期
使
用
住
宅
（
多
子
世
帯

向
け
）

▽　

若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け

申
込
書
配
布
期
間　

５
月
７
日

（
木
）
～　

日
（
金
）

１５

申
込
書
配
布
場
所　

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５

階
）
、
管
財
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
、
夜
間
・
休
日
は
施
設
管

理
室
（
同
１
階
）
で
配
布
す
る
ほ

か
、
配
布
期
間
中
に
限
り
、
東
京

都
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.to
-k
o
u
sy
a
.

o
r.jp
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

そ
の
他　

募
集
内
容
、
申
込
資
格

等
詳
し
く
は
、
「
都
営
住
宅
募
集

の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

５
月　

日
（
必
着
）

１９

ま
で
に
、
郵
送
で
渋
谷
郵
便
局

へ
。

問
合
先　

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
（
東
京
都

住
宅
供
給
公
社
）
募
集
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
儿　

儿　

＝
５
月

０１０

８１０

７
日
～　

日
、
☎　

儿
３
４
９
８

１５

０３

儿
８
８
９
４
）
、
市
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
住
宅
係
（
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
６
１
）

　

図
書
館
に
来
館
し
た
お
子
さ
ん

に
、
図
書
館
か
よ
い
袋
を
１
人
１

枚
差
し
上
げ
ま
す
。

　

図
書
館
を
ご
利
用
の
際
に
お
使

い
く
だ
さ
い
。

配
布
期
間
・
場
所　

５
月
２
日

（
土
）
か
ら
、
図
書
館
本
館
・
各

分
室
で
。

対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
校
１

年
生

そ
の
他　

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

問
合
先　

図
書
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
３
８
）

３８３

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

図
書
館
か
よ
い
袋
を
配
布
し
ま
す
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　６月６日（土）にＪＲ武蔵小金井駅南口コミュニティ広
場（フェスティバルコート）で開催する黄金井名物市で
は、次の内容を募集します。
〈①夢のコガネティプラン〉
　テーマに沿って皆さんの考えた「夢のコガネティ（小
金井＋コミュニティ）プラン」を当日会場で展示します。
テーマ　「もしも小金井の線路下の土地を自由に使える
としたら、あなたなら何を作りますか？」をテーマに、
利用方法について、水族館、映画館など、自由なアイデ
アを提案してください。
作　品　Ａ４またはＡ３の紙にプランのイメージ図や場
所・土地の大きさとその説明を記入してください。
作品の取り扱い　渇応募していただいた全作品は、黄金
井名物市の会場で展示します。渇作品は返却しません。

その他　優秀作品入賞者５人には、賞品を差し上げま
す。
〈②クラフト市の出展者〉
　手作り作品の展示および販売を行います。
出展規模　テントのテーブル１区画（縦４５㎝×横１８０㎝）
出展料　１区画につき３,０００円
対　象　市内在住・在勤の方
その他　出展の可否は実行委員会で決定します。

−◇共　通◇−
応募方法　①５月２９日（必着）までに作品を添えて、②
５月１５日（必着）までに展示内容とともに、住所・氏
名・電話番号を、郵送、Ｅメールまたは直接、商工会へ。
問合先　商工会（〒１８４−００１３前原町３−３３−２５☎０４２−
３８１−８７６５死kogasci@sepia.ocn.ne.jp）

第15回黄金井名物市
夢のコガネティプランとクラフト市出展者を募集

　４月３日～５日に、都立小金井公園で第
６１回小金井桜まつりが開催されました。
　あいにくの天気で、郷土芸能やジャズオ
ーケストラなどさまざまな催し物のうち一
部が中止となってしまいましたが、多くの
方が春のひとときを楽しみました。

第61第61回回
小金井桜まつり小金井桜まつりがが
開催されまし開催されましたた


